認可事項変更調書（定員・敷地・建物）（乳児等通園支援事業用）（添付書類１）１）



[bookmark: _GoBack]※　変更のない事項については、「□変更なし」にチェックすること。

１　開所日及び定員設定（下記以外のパターンの場合は別紙に記載してください）　☐変更なし
＜変更前＞
	曜日
	時間
※月10時間を上限として設定してください
	募集定員

	
	
	0歳児
	1歳児
	2歳児

	例
	９時～11時30分
	2.5h×毎週
	3人
	3人
	―

	
	13時～15時30分
	2.5h×毎週
	―
	―
	６人

	例②
	10時～15時
	5h×2週（隔週）
	―
	１・２歳児あわせて５人

	例③
	9～11時（１・２週目）
9～12時（３・４週目）
	2h×２週、
3h×２週
	０～２歳児あわせて２人

	月曜
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	火曜
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	水曜
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	木曜
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	金曜
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	土曜
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	提供を行わない日
	例①：夏休み（◯月◯日から◯月◯日まで）、冬休み（◯月◯日から◯月◯日まで）、春休み（◯月◯日から◯月◯日まで）、園行事開催日
例②：４月と３月は本体施設の業務多忙につき、事業を実施しない


＜変更後＞
	曜日
	時間
※月10時間を上限として設定してください
	募集定員

	
	
	0歳児
	1歳児
	2歳児

	例
	９時～11時30分
	2.5h×毎週
	3人
	3人
	―

	
	13時～15時30分
	2.5h×毎週
	―
	―
	６人

	例②
	10時～15時
	5h×2週（隔週）
	―
	１・２歳児あわせて５人

	例③
	9～11時（１・２週目）
9～12時（３・４週目）
	2h×２週、
3h×２週
	０～２歳児あわせて２人

	月曜
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	火曜
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	水曜
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	木曜
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	金曜
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	土曜
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	提供を行わない日
	例①：夏休み（◯月◯日から◯月◯日まで）、冬休み（◯月◯日から◯月◯日まで）、春休み（◯月◯日から◯月◯日まで）、園行事開催日
例②：４月と３月は本体施設の業務多忙につき、事業を実施しない


２　職員配置等に関する調書
⑴ 事業所の責任者　☐変更なし
　　＜変更前＞
	氏　名
	役　職
	教育職又は児童福祉事業の経験年数

	
	
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　年


　　＜変更後＞
	氏　名
	役　職
	教育職又は児童福祉事業の経験年数

	
	
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　年



⑵ 人員配置基準（必要に応じて行を追加してください）　☐変更なし
　　　「１　開所日及び定員設定」で記載した人数を受け入れるにあたり、必要な人員配置がなされていること。
　　　＜変更前＞
	従事職員氏名
	職名（※）及び経験年数
	資格
	従事形態
	勤務形態

	
	
	
	専従
	兼務
	常勤
	非常勤

	例：保育　花子
	保育教諭（経験年数5年）
	保育士・幼稚園教諭
	☑
	□
	☑
	□

	
	
	
	□
	□
	□
	□

	
	
	
	□
	□
	□
	□

	
	
	
	□
	□
	□
	□


　　　　＜変更後＞
	従事職員氏名
	職名（※）及び経験年数
	資格
	従事形態
	勤務形態

	
	
	
	専従
	兼務
	常勤
	非常勤

	例：保育　花子
	保育教諭（経験年数5年）
	保育士・幼稚園教諭
	☑
	□
	☑
	□

	
	
	
	□
	□
	□
	□

	
	
	
	□
	□
	□
	□

	
	
	
	□
	□
	□
	□


※保育士、保育教諭、子育て支援員など
　
	変更前：
変更後：


　　その他、本体施設のサポート体制について記載してください。　☐変更なし

３ 施設設備状況
⑴ 建物の規模及び構造　□認可保育所・こども園と同じ（以下記載不要）　☐変更なし
　　＜変更前＞
	区　分
	内　容（該当するものに☑）

	建物構造
	□耐火建築物　□準耐火建築物　□その他（　　　　　　　　　　　　）
□鉄筋コンクリート　□鉄骨造り　□レンガ造り　□木造　□その他（　　　　　　　）

	建物の建築年月日
	　　　　　年　　　　　月　　　　　日

	建築確認日
	　　　　　年　　　　　月　　　　　日

	耐震診断
	□実施済み（実施年月日：　　　　　年　　　　　月　　　　　日）
→　□耐震基準を満たしている　□耐震基準を満たしていない
□未実施

	耐震化工事
	□実施済み（実施年月日：　　　　　年　　　　　月　　　　　日）　
□未実施

	土地の権利関係
	□自己所有　　□賃貸

	建物の権利関係
	□自己所有　　□賃貸


　　　


＜変更後＞
	　　　区　分
	内　容（該当するものに☑）

	建物構造
	□耐火建築物　□準耐火建築物　□その他（　　　　　　　　　　　　）
□鉄筋コンクリート　□鉄骨造り　□レンガ造り　□木造　□その他（　　　　　　　）

	建物の建築年月日
	　　　　　年　　　　　月　　　　　日

	建築確認日
	　　　　　年　　　　　月　　　　　日

	耐震診断
	□実施済み（実施年月日：　　　　　年　　　　　月　　　　　日）
→　□耐震基準を満たしている　□耐震基準を満たしていない
□未実施

	耐震化工事
	□実施済み（実施年月日：　　　　　年　　　　　月　　　　　日）　
□未実施

	土地の権利関係
	□自己所有　　□賃貸

	建物の権利関係
	□自己所有　　□賃貸



⑵ 設備の基準（必要に応じて行を追加してください）
　　①乳児等通園支援事業を実施する部屋　☐変更なし
「２　開所日及び定員設定」で記載した人数を受け入れるにあたり、必要な保育室等が確保されていること。
　　　＜変更前＞
	区　分
	有効（内法）面積
（㎡）
	定員（令和8年度）
	基準面積
（㎡）

	
	
	乳児等通園支援
事業利用児
	在園児
（専用室の場合は０人）
	

	例①１歳児保育室
	70.00
	１歳児３人
	１歳児1５人（現員13人）
	59.4（3.3㎡×18人）

	例②専用室
	35.15
	0～2歳児５人
	０人
	16.5（3.3㎡×5人）

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


　　　＜変更後＞
	区　分
	有効（内法）面積
（㎡）
	定員（令和8年度）
	基準面積
（㎡）

	
	
	乳児等通園支援
事業利用児
	在園児
（専用室の場合は０人）
	

	例①１歳児保育室
	70.00
	１歳児３人
	１歳児1５人（現員13人）
	59.4（3.3㎡×18人）

	例②専用室
	35.15
	0～2歳児５人
	０人
	16.5（3.3㎡×5人）

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


・施設全体の平面図（すべての部屋について用途や有効面積が記載されたもの）を添付し、乳児等通園支援事業を実施する部屋を明示してください。
・一般型（在園児合同）の場合は、在園児の定員と現員も合わせて記載してください。
　　　 ・基準面積は、０～１歳児の場合、乳児室：1.65㎡/人、ほふく室：3.3㎡/人、２歳児の場合、保育室又は遊戯室：1.98㎡/人となりま    
す。

　　　②その他設備　□認可保育所・こども園と共用する（以下記載不要）　☐変更なし
　　　　＜変更前＞
	区　分
	内容（該当するものに☑）
	備　考

	乳児用便器
	□有（　　　　　個）　　　　　　　　　　　　　□無
	

	幼児用便器
	□有（大：　　　　個、小：　　　　個）　　　□無
	

	乳児等通園支援の提供に必要な用具
	□有　→有の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□無
	












＜変更後＞
	区　分
	内容（該当するものに☑）
	備　考

	乳児用便器
	□有（　　　　　個）　　　　　　　　　　　　　□無
	

	幼児用便器
	□有（大：　　　　個、小：　　　　個）　　　□無
	

	乳児等通園支援の提供に必要な用具
	□有　→有の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□無
	


※一体的に運営する施設等があり、設備を共用する場合は、備考欄に「共用」と記載してください。

　⑶ 保育室等を２階以上に設置する場合の設備の基準　□認可保育所・こども園と同じ（以下記載不要）　☐変更なし
　　　保育室等が設けられている次の表の左欄に掲げる階に応じ、同表の中欄に掲げる区分ごとに、それぞれ同表の
　　右欄に掲げる設備が１以上設けられていること。
　　　＜変更前＞
	階
	区　分
	内容（該当するものに☑）

	２階
	転落防止設備
	□有　→□窓柵　□テラス手すり　□階段手すり　□その他（　　　　　　）
□無

	
	避難設備
	常用
	□屋内階段　　　　　□屋外階段

	
	
	避難用
	□特別避難階段構造の屋内階段 □待避上有効なバルコニー
□準耐火構造の屋外傾斜路又はこれに準じる設備　□屋外階段

	３階
	転落防止設備
	□有　→□窓柵　□テラス手すり　□階段手すり　□その他（　　　　　　）
□無

	
	避難設備
	常用
	□特別避難階段構造の屋内階段（保育室等から30ｍ以内にあるもの）
□屋外階段（同上）

	
	
	避難用
	□特別避難階段構造の屋内階段（保育室等から30ｍ以内にあるもの）
□耐火構造の屋外傾斜路又はこれに準じる設備（同上）　
□屋外階段（同上）
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	４階以上
	転落防止設備
	□有　→□窓柵　□テラス手すり　□階段手すり　□その他（　　　　　　）
□無

	
	避難設備
	常用
	□特別避難階段構造の屋内階段（保育室等から30ｍ以内にあるもの）
□屋外避難階段（同上）

	
	
	避難用
	□特別避難階段構造の屋内階段（保育室等から30ｍ以内にあるもの）
□耐火構造の屋外傾斜路（同上）
□屋外避難階段（同上）
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


　　　















＜変更後＞
	階
	区　分
	内容（該当するものに☑）

	２階
	転落防止設備
	□有　→□窓柵　□テラス手すり　□階段手すり　□その他（　　　　　　）
□無

	
	避難設備
	常用
	□屋内階段　　　　　□屋外階段

	
	
	避難用
	□特別避難階段構造の屋内階段 □待避上有効なバルコニー
□準耐火構造の屋外傾斜路又はこれに準じる設備　□屋外階段

	３階
	転落防止設備
	□有　→□窓柵　□テラス手すり　□階段手すり　□その他（　　　　　　）
□無

	
	避難設備
	常用
	□特別避難階段構造の屋内階段（保育室等から30ｍ以内にあるもの）
□屋外階段（同上）

	
	
	避難用
	□特別避難階段構造の屋内階段（保育室等から30ｍ以内にあるもの）
□耐火構造の屋外傾斜路又はこれに準じる設備（同上）　
□屋外階段（同上）
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	４階以上
	転落防止設備
	□有　→□窓柵　□テラス手すり　□階段手すり　□その他（　　　　　　）
□無

	
	避難設備
	常用
	□特別避難階段構造の屋内階段（保育室等から30ｍ以内にあるもの）
□屋外避難階段（同上）

	
	
	避難用
	□特別避難階段構造の屋内階段（保育室等から30ｍ以内にあるもの）
□耐火構造の屋外傾斜路（同上）
□屋外避難階段（同上）
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



　⑷ 食事の提供を行う場合の設備の基準　□認可保育所・こども園と同じ（以下記載不要）　☐変更なし
　　　＜変更前＞
	区　分
	内容（該当するものに☑）

	調理室
	□有
□無　→無の場合、加熱・保存等の機能を有する設備の有無
□ガスコンロ等　□冷凍庫　□電子レンジ　□手洗い　□冷蔵庫　□オーブン　□シンク　□食器消毒保管庫　□その他（　　　　　）

	調理設備部分の防火区画
	□耐火構造の床又は耐火構造の壁（建築基準法第２条第７号）
□特定防火設備（建築基準法施行令第112条第１項）

	調理設備部分の防火設備
	□ダンパー　　　□スプリンクラー　　　□自動消火設備

	不燃材仕上げ
	□事業所の壁　　□事業所の天井の室内に面する部分


　　　＜変更後＞
	区　分
	内容（該当するものに☑）

	調理室
	□有
□無　→無の場合、加熱・保存等の機能を有する設備の有無
□ガスコンロ等　□冷凍庫　□電子レンジ　□手洗い　□冷蔵庫　□オーブン　□シンク　□食器消毒保管庫　□その他（　　　　　）

	調理設備部分の防火区画
	□耐火構造の床又は耐火構造の壁（建築基準法第２条第７号）
□特定防火設備（建築基準法施行令第112条第１項）

	調理設備部分の防火設備
	□ダンパー　　　□スプリンクラー　　　□自動消火設備

	不燃材仕上げ
	□事業所の壁　　□事業所の天井の室内に面する部分







　⑸　非常災害・緊急時等に関する設備の基準　□認可保育所・こども園と同じ（以下記載不要）　☐変更なし
　　　＜変更前＞
	区　分
	内容（該当するものに☑）

	消火設備の設置
	□有　→□消火器　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
□無

	玄関以外の非常口
	□有
□無　→無の場合の避難器具：□有（　　　　　　　　　　　）　□無

	避難器具の設置
	□有　→具体的に記載してください（　　　　　　　　　　　　　　　）
□無

	警報・通報設備
	□火災報知機等非常警報器具又は設備　　□消防機関への火災通報設備

	防炎処理
	□カーテン　□敷物　□建具等

	消防計画
	□有　→有の場合、□届出済み　□未届
□無

	防火管理者氏名
	

	避難・消火訓練の予定
	避難訓練：年　　　回実施　※少なくとも月１回は実施する必要があります
消火訓練：年　　　回実施　※少なくとも月１回は実施する必要があります


　　　＜変更後＞
	区　分
	内容（該当するものに☑）

	消火設備の設置
	□有　→□消火器　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
□無

	玄関以外の非常口
	□有
□無　→無の場合の避難器具：□有（　　　　　　　　　　　）　□無

	避難器具の設置
	□有　→具体的に記載してください（　　　　　　　　　　　　　　　）
□無

	警報・通報設備
	□火災報知機等非常警報器具又は設備　　□消防機関への火災通報設備

	防炎処理
	□カーテン　□敷物　□建具等

	消防計画
	□有　→有の場合、□届出済み　□未届
□無

	防火管理者氏名
	

	避難・消火訓練の予定
	避難訓練：年　　　回実施　※少なくとも月１回は実施する必要があります
消火訓練：年　　　回実施　※少なくとも月１回は実施する必要があります



